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　姫路・西播支部は６月 21日、支部研究会を開催し、医師・歯科医師・医療スタッフ
ら 47人が参加した。「他科を知る会　歯科領域から～医科へ連携のお願い」というテー
マで、津田歯科医院の津田賢治先生（支部幹事）が講演した。
　津田先生は、健康維持には口腔ケアが不可欠であるため、患者に積極的に歯科受診
をすすめてほしいと参加者に呼びかけた。

参加者に連携を呼びかける津田先生

　姫路・西播支部も加盟する姫路障害者連絡協議会は、５月 16日姫路自治福祉会
館で第２回総会を開催し、50人が参加した。
　宗実琴子支部長が会長に再任され、「障害者をとりまく環境は、国が貫く「応益
負担原則」「自己責任論」にもとづいた施策によって、依然厳しい状況」として、「障
害者の生活と権利の保障を求めて、よりいっそう多くの皆様の力を結集し、運動
を大きく展開させていかなければなりません」とメッセージを寄せた。
　2009 年度の活動方針として、障害者自立支援法の一割負担問題や姫路市の施策
に関わる問題などに取組み、障害者・障害児の介護・医療・くらしを守る活動を
すすめていくことを確認した。

姫路障害者連絡協議会が
　　　　　　　　　第２回総会を開催

――会長に宗実支部長再任

●上記利率は、すべてみなと銀行の場合です。　その他の取扱金融機関は、但

馬銀行、尼崎信用金庫、姫路信用金庫、日新信用金庫、淡路信用金庫、中兵庫

信用金庫です。

●社保・国保の振込指定が必要です（片方指定の場合は 0.2％上積み）。

●住宅資金は一部固定金利型も選択可能です。

●融資実行時に斡旋手数料を借入金より差引きます。

●現在の金利等については、融資部（078-393-1817）までお問合せください。

－ 会員向け融資制度のご案内 －

子弟の医学資金には

子弟教育資金

2,000 万円・10 年返済

変動金利型　3.050％

居住用住宅の購入には

住宅資金

１億円・35 年返済

変動金利型　1.875％

運転資金の補充には

運転資金

500 万円・5年返済

変動金利型　2.050％
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赤穂市で健康と医療について語り合う会「生活習慣病」開く

わかりやすい説明に納得の声

メロンパンを見せながら、

カロリーの説明をする澤田先生

手話通訳者を通じ、話を聞く参加者

　姫路・西播支部は、７
月４日に赤穂市中央公民
館で、健康と医療につい
て語り合う会「生活習慣
病」を開催。澤田医院院
長の澤田周先生（協会評
議員）が講師をつとめ、
聴覚障害者ら 33 人が参
加した。
　この会は、兵庫手話通
訳問題研究会から「出前
いのち」として、姫路・
西播支部が講師の要請を
受けたもの。
　澤田先生は、生活習慣病を「自覚症状がなく進行していくもの」と説明し、脂質異常症・
高血圧・糖尿病・メタボリック症候群についてそれぞれホワイトボードを用いてわか
りやすく解説した。
　生活習慣病の予防法としては、食事に気をつけ、飲酒を控えることが重要として、

実際にパンやジュースなどを見せ
ながら「メロンパン１つで 400
キロカロリーはある」「ビールや
日本酒も意外にカロリーが高いの
で、ノンカロリー商品も利用しな
がらほどほどに」とアドバイスし
た。
　参加者からは、「お相撲さんは
メタボなのか？」、「ついお酒を飲
んでしまうが、少しくらい大丈夫
か」など質問が相次ぎ、和気あい
あいと生活習慣病について学んだ。

　講演の中で津田先生は、歯科
医療費が長年抑制されており、
歯科医療が危機にあると指摘。
　一方、「歯周病罹患率は 30歳
以上で 80％以上だが、受療率
は２％以下」であるなど、国民
の受診抑制が起こっている現状
を明らかにし、QOL向上には歯
科疾患の治療・口腔ケアが欠か
せないと強調。
　口腔乾燥症や喫煙との関係、

歯周病と糖尿病との関係など、医科・歯科の連携が必要な分野について、数多くの写
真や図表を示しながら、幅広く解説を行った。
　最後に、津田先生は「『口から食べられないと体の抵抗力が落ちる』など、どんな話
でもいいので歯科受診を勧めてほしい」と医科との連携の必要性を訴えた。参加者か
らは「非常にわかりやすく、日常診療に活かせる」と好評だった。

（１面から続く）

豊富なスライドに参加者は釘づけに

兵庫協会企画編集、保団連発行の新パンフレット

追加注文受付中！
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追加注文無料、お問い合わせは、078―393―1807 まで


